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論文題目 ダム貯水池群を対象とする効率的なアセットマネジメント手法に関する検討 

（論文内容の要旨） 

本論文は，ダムの適切な維持管理をしていく上で重要な課題である「堆砂対策」，「ダ

ム再開発による機能向上」および「ダム貯水池に流入する流木対策」について着目し，

これらを効果的かつ効率的にマネジメントする手法の構築を目的としたものである．

特に，効率的なマネジメントシステムを構築するため，個別のダムではなく，同一水

系内の複数ダム群を対象としたマネジメント手法に着目した点に新規性がある．  

  

第 1 章では，社会資本全体のアセットマネジメントの現状および社会資本における

ダムの位置付けについて述べるとともに，ダムの維持管理の現状について記述し，ア

セットマネジメントの課題を明らかにしている．  

  

第 2 章では， ダムの維持管理上の 3 つの課題（貯水池の堆砂対策，ダム再開発によ

る機能向上，ダム貯水池に流入する流木対策）に関する現状や，効果的に進めていく

上で有益と考えられる既往研究や検討事例について整理している．また，「想定最大規

模降雨」のような，計画規模を上回る規模の洪水に対し，全国の既設ダムがどの程度

の耐力を有しているかを検証し，ダムの再開発による機能向上の重要性について論じ

ている． 

  

第 3 章では，第 2 章で論じた 3 つの課題のうち，堆砂対策を考慮した既設ダムの現

行機能を効率的に維持していくためのマネジメント手法について検討している．ここ

では，堆砂による容量損失が顕在化しつつある大淀川水系ダム群を対象とし，流出予

測計算により水系内ダム群の治水貢献度を評価するとともに，将来的な堆砂による容

量損失を流出予測に反映させた場合の影響について論じている．その結果，一定の予

算制約の下で水系全体の治水安全度を効率的に維持してくためには，重要度の高いダ

ムに対策予算を集中的に活用することで効率的に高い効果を得ることが可能であるこ

とを示し，同一水系内ダム群を対象とした効率的な土砂マネジメント手法として提案

している． 

 

第 4 章では，2 つ目の課題であるダム再開発による機能向上のうち，超過洪水をも考

慮した場合に不足するダムの治水機能を効率的に向上させるためのマネジメント手法

について検討している．ここでは，第 3 章で検討した堆砂対策による現有の貯水容量

の維持に加えて，第 3 章と同様に大淀川水系ダム群を対象とし，再開発効果を反映さ

せた流出予測計算の結果から，再開発規模と得られる効果について検証している．検

討結果から，再開発対象ダムの選定や再開発規模を決定する上では，流域内降水量と

相当貯水容量の比較定数が重要であり，同一水系内において優先度の高いダム再開発

の目標規模の設定に有効であることを示している． 

 

第 5 章では，3 つ目の課題である貯水池に流入する流木の課題について論じている．

近年，ダム貯水池に大量の流木が流入し，維持管理に対して近年重要な課題となり，
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また，洪水時のダムの治水機能に影響を及ぼすリスクが増加している．しかしながら，

流木については発生からダム貯水池に流入するまでのプロセスが十分に明らかになっ

ておらず，流入する流木量の推定方法が明らかとされていない．ここではまず，流入

する流木量がダム流入量の年最大値をパラメータとする推定式により推定することが

可能であることを示した．次に，大規模出水に伴い発生する流木発生量と平均的な流

木発生量は大きく異なる傾向にあることから，特に，ダム貯水池に流入する流木量に

ついて，大規模洪水に対応した「リスクマネジメントに活用する流木量」と平均年に

対応した「通常の維持管理に活用する流木量」に区分し，それぞれ推定式を提案し，

これらの予測手法をダムの維持管理に活用する手法について提案している．また，近

年の大量流木発生事例として，平成 29 年九州北部豪雨発生時の寺内ダムを例とし，提

案した推定式の妥当性を検証している. 

 

第 6 章では，第 3-5 章で得られた成果をもとに，主課題である同一水系内のダム群

を対象とした総合的なアセットマネジメントをいかに進めるかについて討議を行い，

数十年規模の長期的なサイクルで運用していく手法を提案した上で，本研究の主要な

結論をとりまとめている． 

 

 

 


